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本
会
と
自
民
党
文
教
関
係
議
員
と
の
懇
談
会
が
、

去
る
六
月
二
十
一
日
、
自
民
党
本
部
（
東
京
永
田
町
）

で
開
催
さ
れ
た
。

　
こ
の
会
合
は
、
昨
年
に
引
き
つ
づ
い
て
、
仏
教
界

の
要
望
を
幅
広
く
聞
き
た
い
と
い
う
自
民
党
の
呼
び

か
け
で
開
か
れ
た
も
の
で
、
白
川
理
事
長
、
石
上
事

務
総
長
を
は
じ
め
、
各
宗
の
代
表
者
が
出
席
し
た
ω

　
懇
談
会
は
北
川
正
恭
党
文
教
局
長
の
開
会
挨
拶
で

始
ま
り
、
つ
づ
い
て
加
藤
六
月
政
務
調
査
会
長
が
党

を
代
表
し
て
懇
切
な
挨
拶
を
行
っ
た
。

　
本
会
か
ら
は
、
最
初
に
白
川
理
事
長
が
挨
拶
、
つ

づ
い
て
石
上
事
務
総
長
が
、
現
在
の
仏
垂
下
が
お
か

れ
た
状
況
を
説
明
し
た
後
、
　
「
新
し
い
国
民
倫
理
と

教
育
の
在
り
方
を
考
え
る
勉
強
会
設
立
」
の
提
案
を

行
っ
た
。

　
こ
の
提
案
は
、
　
「
こ
れ
か
ら
の
文
明
と
国
民
を
リ

ー
ド
出
来
る
新
し
い
倫
理
の
形
成
や
教
育
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
根
本
的
な
再
検
討
を
加
え
る
こ
と
が
緊

要
の
課
題
」
で
あ
る
と
し
て
、
　
「
貴
党
と
当
会
と
の

間
で
、
勉
強
会
を
設
け
、
建
設
的
立
場
か
ら
、
我
国

と
人
類
社
会
の
恒
久
平
和
と
継
続
的
繁
栄
に
資
す
べ

く
、
時
代
が
直
面
す
る
課
題
に
つ
い
て
、
話
し
合
い

の
場
を
持
っ
て
は
い
か
が
」
と
し
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
懇
談
に
移
り
、
各
出
席
者
か
ら
、
　
「
文

化
財
の
保
護
に
対
し
て
、
も
っ
と
予
算
を
増
や
し
て

ほ
し
い
」
「
脳
死
臨
調
の
よ
う
な
、
国
民
の
〈
生
き
死

に
〉
に
拘
わ
る
重
要
な
審
議
会
等
の
委
員
に
は
、
ぜ

ひ
と
も
仏
教
界
の
関
係
者
を
加
え
て
い
た
だ
き
た

い
」
等
の
要
望
が
出
さ
れ
、
午
後
三
時
半
、
閉
会
と

な
っ
た
。

な
お
、
本
会
か
ら
の
主
な
出
席
者
は
次
の
通
り
。

　
伊
井
智
昭
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
務
、
中
恵
念
真

宗
大
谷
派
東
京
宗
務
出
張
所
長
、
佐
藤
雅
彦
浄
土
宗

総
合
研
究
所
研
究
員
、
和
久
弘
昭
臨
済
宗
妙
心
寺
派

総
務
部
長
、
田
中
恵
康
日
蓮
宗
財
務
部
長
、
山
本
尭

俊
天
台
宗
庶
務
部
長
、
安
部
隆
完
真
言
宗
智
山
派
教

化
部
長
、
中
正
宣
真
言
宗
豊
山
派
秘
書
課
長
、
長
谷

川
正
浩
本
会
顧
問
弁
護
士
。

　
　
　
湾
岸
募
金
を
日
赤
に
寄
託

　
本
会
で
は
、
去
る
六
月
二
十
日
、
東
京
都
港
区
の

日
本
赤
十
字
本
社
を
訪
れ
、
湾
岸
戦
争
の
難
民
・
被

災
民
救
援
の
た
め
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
浄
財
の
内
、

第
一
回
分
と
し
て
三
千
万
円
を
、
日
赤
を
通
じ
て
赤

十
字
国
際
委
員
会
（
I
C
R
C
）
へ
寄
託
し
た
。

　
本
会
は
二
月
六
日
の
理
事
・
評
議
員
会
に
お
い
て

「
湾
岸
戦
争
に
対
す
る
全
日
本
仏
教
会
平
和
ア
ピ
ー

ル
」
を
採
択
し
、
救
援
活
動
の
一
環
と
し
て
、
全
国

的
な
募
金
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
加

盟
各
団
体
及
び
一
般
の
仏
教
徒
か
ら
、
浄
財
三
千
万

円
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
当
日
は
、
本
会
か
ら
白
川
理
事
長
、
石
上
事
務
総

長
を
は
じ
め
五
名
、
全
日
本
仏
教
青
年
会
か
ら
岸
野

亮
淳
理
事
長
、
佐
藤
功
岳
前
理
事
長
が
出
席
。
白
川

理
事
長
が
本
会
の
活
動
を
報
告
し
、
日
本
赤
十
字
社

副
社
長
・
近
衛
忠
輝
氏
に
寄
託
し
た
。

　
な
お
、
募
金
活
動
は
本
年
い
っ
ぱ
い
つ
づ
け
て
お

り
ま
す
。
更
な
る
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会

　
七
月
一
日
午
後
二
時
か
ら
、
明
照
会
館
会
議
室
で
、

第
二
回
転
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
報
告
事
項
①
ネ
パ
ー
ル
出
張
報
告

　
事
務
局
か
ら
詳
細
な
説
明
が
あ
り
、
了
承
さ
れ
た
。

i
　
マ
ヤ
堂
修
復
事
業
は
、
本
年
十
一
月
頃
に
再
開

　
　
さ
れ
る
見
通
し
が
立
っ
た
。

五
　
L
D
T
、
本
会
と
ネ
パ
ー
ル
文
部
省
考
古
局
の

　
　
三
者
で
本
事
業
に
携
わ
る
。

　
報
告
事
項
②
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
の
交
替
に
つ
い
て

　
本
年
七
月
一
日
付
で
、
真
言
宗
智
山
派
か
ち
原
弘

隆
師
が
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
に
就
任
さ
れ
た
。

　
議
題
①
マ
ヤ
堂
修
復
事
業
再
開
に
関
す
る
ネ
パ
ー

　
　
　
　
ル
側
の
要
望
書
の
件

　
ネ
パ
ー
ル
文
部
省
か
ら
届
い
た
「
要
望
書
」
に
つ

い
て
審
議
。
　
「
要
望
書
」
の
返
信
文
案
に
つ
い
て
は
、

，
正
副
委
員
長
と
事
務
局
に
一
任
し
て
作
成
し
、
事
務

局
員
が
七
月
下
旬
か
ら
入
月
上
旬
に
か
け
て
ネ
パ
ー

ル
を
再
度
訪
れ
、
三
者
で
最
終
的
な
協
議
を
行
う
こ

と
に
な
っ
た
。

　
議
題
②
マ
ヤ
堂
修
復
事
業
再
開
に
関
す
る
日
本
側

　
　
　
　
の
準
備
の
件

　
「
マ
ヤ
堂
修
復
事
業
に
関
す
る
課
題
」
の
資
料
に

記
載
さ
れ
て
い
る
課
題
に
つ
い
て
は
、
正
副
委
員
長

と
事
務
局
で
再
度
検
討
し
、
次
回
委
貝
会
で
報
告
す

る
こ
と
で
了
承
さ
れ
た
。

信
教
の
自
由
に
関
す
る
委
員
会

　
第
一
回
信
教
の
自
由
に
関
す
る
委
員
会
は
、
六
月

二
十
日
午
後
一
時
か
ら
、
明
照
会
館
会
議
室
で
開
催

さ
れ
た
。

　
議
題
①
本
年
度
の
活
動
方
針
に
つ
い
て

　
「
首
相
及
び
閣
僚
の
靖
国
神
社
公
式
参
拝
中
止
の

要
請
」
に
つ
い
て
審
議
。
昨
年
提
出
し
た
「
要
請
」

文
を
一
部
修
正
し
、
本
年
も
内
閣
総
理
大
臣
に
対
し

て
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

議
題
②
そ
の
他

　
第
二
回
委
員
会
は
今
秋
に
開
催
し
、
「
靖
国
問
題
」

に
つ
い
て
講
師
を
招
き
、
学
習
会
を
行
う
こ
と
に
な

っ
た
。

　
　
　
第
一
回
国
際
委
員
会

　
本
年
度
の
第
一
回
国
際
委
員
会
が
、
去
る
六
月
十

一
日
午
後
二
時
か
ら
、
明
照
会
館
会
議
室
で
開
催
さ

れ
、
左
記
の
事
項
が
審
議
さ
れ
た
。

　
議
題
①
『
d
コ
匹
。
房
鼠
昌
昌
躍
　
o
h
　
冒
b
碧
。
ω
①

　
　
じ
d
信
O
O
露
ω
5
3
』
に
つ
い
て

　
松
涛
弘
道
師
と
石
川
恒
彦
師
を
中
心
に
、
新
版
を

刊
行
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

両
師
と
事
務
局
で
検
討
し
、
次
回
の
委
員
会
で
報
告

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
議
題
②
本
会
の
今
後
の
国
際
救
援
活
動
に
つ
い
て

　
事
務
局
か
ら
湾
岸
戦
争
に
関
す
る
本
会
の
ア
ン
ケ

ー
ト
の
回
答
に
つ
い
て
説
明
。

　
今
後
の
本
会
の
国
際
救
援
活
動
に
つ
い
て
は
、
当

委
員
会
で
検
討
を
重
ね
て
行
く
こ
と
を
承
認
し
た
。

　
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
へ
の
救
援
金
に
つ
い
て
は
、

事
務
局
に
一
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
議
題
③
本
会
の
英
語
名
称
に
つ
い
て

　
本
会
の
英
語
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
現
行
を
変
更

す
る
必
要
は
な
い
。
各
宗
派
で
使
用
さ
れ
て
い
る
英

語
の
表
記
が
あ
ま
り
に
も
多
岐
に
わ
た
る
の
で
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
議
題
④
海
外
布
教
視
察
に
つ
い
て

　
次
回
の
委
員
会
に
こ
の
企
画
を
実
施
す
る
こ
と
を

前
提
に
、
事
務
局
が
詳
細
な
計
画
を
作
成
し
、
再
度

検
討
す
る
こ
と
で
了
承
し
た
。

　
　
　
第
二
回
同
和
委
員
会

　
去
る
六
月
十
三
日
午
後
十
時
か
ら
、
第
二
回
同
和

委
貝
会
が
、
真
言
宗
智
山
派
宗
務
庁
会
議
室
で
開
催

さ
れ
た
。

　
議
題
①
「
業
・
栴
陀
羅
問
題
」
に
関
す
る
研
究
会

　
　
　
　
の
件

　
今
年
度
の
研
究
会
は
、
今
ま
で
の
経
過
を
ふ
ま
え

て
原
則
的
に
同
和
委
員
自
ら
が
発
表
者
と
な
っ
て
、

教
団
内
に
存
在
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、
　
「
業
・
施

陀
羅
問
題
」
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
発
表
し
て
い
た

だ
き
、
研
究
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
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脳
死
・

臓
器
移
植
と
私
の
い
の
ち

鱒拠

ﾖ船
ｹ珊

h賄

　
政
府
の
「
臨
時
脳
死
及
び
臓
器
移
植
調
査
会
」
の
中
間
意
見
が
発
表
さ
れ
、
各
方
面
で
大
き

な
反
響
を
よ
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
仏
教
界
に
お
い
て
も
、
無
関
心
で
は
い
ち
れ
な
い
重
要
な
問

題
と
考
え
ち
れ
る
。
そ
こ
で
、
各
宗
派
の
専
門
家
の
方
々
に
、
こ
の
中
間
意
見
の
感
想
を
ご
執

筆
い
た
だ
い
た
。
　
（
な
お
、
原
稿
は
す
べ
て
個
人
的
な
ご
見
解
に
基
づ
く
も
の
で
す
）

佐藤雅彦師

　
「
臨
時
脳
死
及
び
臓
器
移
植
調
査
会
」
い
わ
ゆ
る

脳
死
臨
調
の
中
間
意
見
が
、
六
月
十
四
日
に
公
表
さ

れ
た
。
そ
の
前
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
特
集
が
組
ま
れ
た

こ
と
は
、
既
に
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
筆
者
の
所
属

す
る
浄
土
宗
総
合
研
究
所
に
も
、
こ
の
問
題
を
考
え

①

る
意
味
で
、
興
味
深
い
一
本
の
電
話
が
入
っ
た
。

　
『
週
刊
現
代
』
（
講
談
社
）
編
集
部
と
名
の
る
若
い

記
者
は
、
脳
死
臓
器
移
植
問
題
に
つ
い
て
の
特
集
を

組
み
た
い
の
だ
が
、
い
わ
ゆ
る
、
伝
統
的
な
宗
派
が
、

ど
の
よ
う
な
考
え
方
、
態
度
を
示
し
て
い
る
か
聞
き

た
い
と
い
う
の
だ
。

　
「
浄
土
宗
と
い
う
一
宗
の
見
解
が
出
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
」
記
者
の
問
い
か
け
に
、

　
「
現
在
、
基
礎
知
識
を
得
る
た
め
の
学
習
会
を
催

し
た
り
、
情
況
を
把
握
す
る
た
め
の
資
料
を
収
集
し

て
い
る
段
階
で
、
一
宗
と
し
て
の
統
一
さ
れ
た
見
解

を
出
す
と
こ
ろ
ま
で
は
、
至
っ
て
い
ま
せ
ん
」
と
答

え
た
。

　
「
あ
な
た
良
身
は
、
脳
死
と
臓
器
移
植
に
対
し
て

賛
成
・
反
対
い
ず
れ
の
御
意
見
を
お
持
ち
で
す
か
」

と
い
う
質
問
に
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
私
自
身
の
判
断

で
あ
り
、
浄
土
宗
の
意
見
に
は
ま
だ
な
っ
て
い
な
い

こ
と
を
前
置
き
し
た
う
え
で
、
仏
教
本
来
の
教
説
が

多
様
に
解
釈
可
能
で
あ
る
こ
と
、
人
の
生
き
死
に
に

人
為
的
な
作
用
の
入
る
こ
の
種
の
事
象
に
、
果
し
て

仏
教
が
、
賛
成
・
反
対
と
明
確
な
線
引
き
を
し
て
も

よ
い
も
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
質
問
に
対
す
る
ナ
ン

セ
ン
ス
さ
を
指
摘
し
た
。
何
故
な
ら
、
我
々
宗
教
家

に
は
、
念
仏
と
い
う
方
法
に
よ
っ
て
、
極
楽
浄
土
へ

往
生
を
し
ょ
う
と
い
う
宗
教
的
目
標
の
実
現
の
た
め

に
、
日
々
を
生
き
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
だ
か
ら
こ

そ
、
浄
土
宗
祖
、
法
然
上
人
は
、
生
活
の
な
か
に
念

仏
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
念
仏
の
な
か
に
こ
そ
生
活

が
あ
る
と
、
生
き
方
の
姿
勢
を
説
か
れ
た
由
だ
。
お

そ
ら
く
日
本
の
他
の
祖
師
方
も
、
宗
教
的
目
標
実
現

の
た
め
の
生
活
を
説
か
れ
た
は
ず
だ
。
で
あ
る
の
な

．
ら
、
脳
死
も
臓
器
移
植
も
、
宗
教
的
目
標
の
な
か
で

各
人
が
、
ど
う
意
味
づ
け
を
す
る
か
に
よ
っ
て
、
そ

の
人
な
り
の
答
え
が
出
る
と
い
う
も
の
だ
ろ
う
。

　
例
え
ば
、
極
楽
往
生
を
願
い
念
仏
の
生
活
を
す
る

人
が
、
年
少
の
子
供
の
こ
れ
か
ら
の
生
活
を
守
っ
て

や
り
た
い
と
思
い
、
な
ん
と
か
、
あ
と
一
年
で
も
延

命
し
て
ほ
し
い
と
、
　
「
誰
で
も
い
い
か
ら
、
腎
臓
を

下
さ
い
！
」
と
訴
え
る
の
を
、
罪
と
よ
べ
る
だ
ろ
う

か
。
ま
た
、
宗
教
的
生
活
を
守
っ
て
き
た
人
が
、
脳

死
の
状
態
に
陥
っ
た
時
、
家
族
も
、
生
前
の
本
人
の
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1991年8月1日
仏全

意
志
も
、
自
然
な
ま
ま
、
阿
弥
陀
様
の
お
迎
え
を
い

た
だ
き
た
い
と
言
い
残
し
て
い
た
た
め
、
人
工
呼
吸

器
の
使
用
を
拒
み
、
臓
器
の
提
供
も
断
っ
た
場
合
、

彼
ら
に
と
っ
て
理
想
の
死
に
方
を
「
肉
体
へ
の
執

着
」
と
言
い
切
れ
る
だ
ろ
う
か
。

　
例
は
、
ま
だ
ま
だ
あ
る
。
人
の
死
に
方
は
、
人
の

数
だ
け
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
れ
で
い
い

は
ず
。
も
の
言
え
ぬ
苦
し
み
の
体
験
を
し
て
い
る
「
弱

者
」
の
立
場
に
も
、
救
い
の
あ
る
こ
と
を
説
き
示
す

の
が
宗
教
家
の
使
命
で
は
な
か
ろ
う
か
。
賛
成
・
反

対
で
人
の
生
き
死
に
は
語
れ
な
い
と
い
う
の
が
、
最

近
の
筆
者
の
持
論
で
あ
る
。

　
「
あ
な
た
の
今
ま
で
の
説
明
を
伺
っ
て
い
る
と
、

あ
ア
で
も
な
い
、
こ
う
で
も
な
い
、
結
局
、
判
然
と

し
た
賛
成
・
反
対
の
質
問
を
否
定
し
よ
う
と
す
る
」

記
者
の
電
話
口
に
聞
こ
え
る
声
は
、
彼
の
怒
り
を
伝

え
て
い
る
。
　
「
あ
な
た
の
寺
の
檀
家
さ
ん
が
、
き
ょ

う
あ
す
の
生
命
に
迷
っ
て
寺
へ
行
っ
た
と
き
、
あ
な

た
の
そ
ん
な
返
答
を
聞
い
た
ら
、
き
っ
と
私
は
、
あ

な
た
の
寺
か
ら
離
れ
て
、
新
宗
教
の
方
へ
で
も
走
っ

て
行
っ
て
し
ま
い
ま
す
よ
！
」
無
論
、
筆
者
は
、
そ

の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
あ
れ
ば
、
必
ず
「
生
き
ら
れ
る

方
法
を
選
ん
で
下
さ
い
」
と
答
え
る
で
あ
ろ
う
が
、

頭
の
熱
く
な
っ
て
い
る
記
者
に
は
、
そ
う
告
げ
な
か

っ
た
。
筆
者
も
若
い
記
者
の
応
対
に
は
、
憤
然
と
し

た
も
の
を
感
じ
、
記
者
の
名
前
を
問
い
た
だ
し
た
。

　
最
後
に
次
の
よ
う
に
い
う
と
、
記
者
は
電
話
を
切

っ
た
。
　
「
も
う
一
度
だ
け
お
尋
ね
し
ま
す
が
、
賛
成

と
明
確
に
答
え
た
方
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

こ
れ
は
必
ず
記
事
に
な
り
ま
す
か
ら
。
そ
の
時
、
賛

成
と
書
か
れ
て
い
な
い
と
、
一
般
大
衆
は
、
あ
な
た

の
宗
派
に
嫌
や
気
を
さ
す
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
」
と
。

　
五
月
二
十
五
日
、
雑
誌
は
発
売
さ
れ
た
。
天
台
宗
、

高
野
山
真
言
宗
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
、
臨
済
宗
妙

心
寺
派
、
曹
洞
宗
等
、
浄
土
宗
を
含
め
た
十
二
の
宗

派
は
「
O
」
（
賛
成
）
で
は
な
く
「
△
」
（
検
討
中
）
で
、

ど
こ
も
現
在
、
宗
門
内
で
協
議
中
と
い
う
も
の
だ
っ

た
。
　
こ
の
一
本
の
電
話
か
ら
教
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
マ

ス
コ
ミ
に
よ
る
論
調
は
、
こ
の
よ
う
な
取
材
の
姿
勢

か
ら
作
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
だ
。
少
な
か
ら
ず

こ
の
種
の
問
題
に
興
味
を
も
た
れ
た
方
な
ら
、
と
て

も
ひ
と
こ
と
で
は
解
決
で
き
に
く
い
面
を
も
っ
て
い

る
こ
と
が
判
る
だ
ろ
う
。
ウ
ケ
を
狙
い
、
大
衆
の
視

線
を
一
部
の
方
向
に
の
み
向
け
よ
う
と
す
る
マ
ス
コ

ミ
の
あ
り
方
に
、
彼
ら
自
身
の
倫
理
を
問
う
べ
き
で

あ
り
、
我
々
は
、
彼
ら
の
煽
動
に
乗
じ
る
こ
と
な
く

冷
静
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
脳
死
臨
調
の
中
間
意
見
に
も
一
言
ふ
れ
て
お
こ
う
。

事
態
は
、
脳
死
を
容
認
し
、
臓
器
移
植
を
推
進
し
て

ゆ
く
方
向
性
へ
と
進
み
だ
し
て
い
る
。
無
論
、
中
間

意
見
は
、
一
般
的
に
み
れ
ば
、
決
し
て
平
易
な
も
の

で
は
な
い
と
考
え
る
。
凡
そ
誰
も
が
共
通
に
理
解
で

き
納
得
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
、
ど
こ
ま
で
行
っ

て
も
医
療
へ
の
信
頼
感
は
増
長
し
て
い
か
な
い
だ
ろ

う
。
政
府
の
諮
問
機
関
の
脳
死
臨
調
で
あ
る
な
ら
ば
、

我
々
、
生
命
問
題
に
強
く
興
味
を
も
つ
宗
教
家
も
含

め
た
広
い
、
対
話
の
場
を
設
け
、
最
終
答
申
に
は
、

よ
り
解
り
易
い
報
告
書
を
作
製
し
て
い
た
だ
き
た
い

も
の
だ
。

　
医
療
者
と
の
信
頼
関
係
を
考
え
る
上
で
、
・
我
々
宗

教
家
の
行
為
が
ふ
と
思
い
当
た
る
。
素
晴
ら
し
い
宗

教
の
目
標
を
実
現
す
る
た
め
に
、
我
々
は
、
念
仏
に

し
ろ
座
禅
に
し
ろ
、
そ
の
教
え
の
修
行
方
法
の
実
践

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
く

を
勧
め
る
。
し
か
し
、
い
か
に
産
み
な
説
き
方
で
修

行
の
大
切
さ
を
説
い
た
と
し
て
も
、
宗
教
家
自
身
が

そ
れ
を
実
践
し
て
い
な
け
れ
ば
、
皆
目
、
信
用
に
値

し
な
い
。
脳
死
・
臓
器
移
植
論
議
も
こ
の
論
理
が
、

あ
る
種
あ
て
は
ま
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
に
よ
れ
ば
、

病
院
内
の
医
者
、
看
護
婦
、
関
係
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
試
み
る
と
、
当
の
医
療
従
事
者
た
ち
が
、
脳
死
に

よ
る
死
を
認
め
ず
、
臓
器
提
供
を
拒
む
意
見
が
、
多

数
み
ら
れ
る
。
た
ん
に
移
植
担
当
医
師
の
み
で
な
く

医
療
界
の
な
か
で
同
意
が
得
ら
れ
、
医
療
界
が
進
ん

で
、
自
ら
の
臓
器
を
提
供
す
る
と
い
う
意
志
表
示
を

見
せ
な
く
て
は
、
ど
う
し
て
一
般
市
民
の
信
頼
を
得

ち
れ
る
も
の
だ
ろ
う
か
。

　
我
々
は
、
脳
死
・
臓
器
移
植
問
題
を
考
え
る
と
き
、

ま
ず
、
　
「
私
は
、
こ
う
考
え
る
」
と
い
う
私
自
身
の

い
の
ち
の
問
題
と
し
て
、
と
ち
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
と
心
得
た
い
。
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仏全1991年8月1日

●

曹
洞
宗
宗
務
庁

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

真
宗
大
谷
派

浄
土
宗
宗
務
庁

●

管
　
　
長
梅
　
田
　
信
隆

総
　
　
長
藤
音
這
這

宗
務
総
長
細
　
川
　
信
　
元

浄
土
門
主
藤
井
實
磨

宗
務
総
長
大
　
竹
　
明
　
彦

宗
務
総
長
　
大
　
田
　
秀
　
三

参
　
　
議
田
邊
哲
崖

総
　
　
務
松
村
了
昌

参
　
　
務
上
　
野
　
　
諦

総
務
局
長
吉
　
田
　
昭
　
柄

参
　
　
議
岡
　
田
　
巳
　
成

教
学
局
長
牧
　
　
達
雄

＝
＝

教
学
部
長
伊
東
盛
　
熈
財
政
部
長
　
三
　
　
宅
　
　
・
心
　
戒

同
　
　
武
野
三
徳

同
　
　
村
上
耕
二

財
務
局
長
川
　
井
匡
俊

教
化
部
長
　
小
田
原
　
利
仁

同
　
　
篁
　
　
　
昭
観

同
　
　
祖
父
江
照
道

社
会
局
長
同
和
推
進
福
　
田
　
泰
　
道
事
務
局
長

””
D

総
務
部
長
吉
　
井
　
道
樹

験
務
所
鯨
成
　
田
　
有
恒

≡

出
版
部
長
佐
　
伯
　
逸
　
雄

同
　
　
柱
松
青
轡

同
　
　
調
　
　
　
　
紀

総
長
公
室
長
山
　
田
　
瑞
祥

8

伝
道
部
長
千
代
川
　
耕
宗

鯛
厭
悪
平
縫
蓮
　
池
　
瑞
旭

■
2
＝
「
・
　

人
事
部
長
森
　
　
　
和
久
東
京
都
港
区
愛
息
ー
五
一
二
〒
鵬
　
〇
三
（
三
四
五
四
）
五
四
一
一

　
同
　
　
中
岡
順
孝
京
都
市
下
京
区
堀
川
通
花
屋
町
下
ル
　
　
　
　
　
　
　
本
願
寺
門
前
町
〒
㎜
　
〇
七
五
（
三
七
一
）
五
一
八
一

　
同
　
　
武
　
田
　
昭
龍
京
都
市
下
京
区
烏
丸
通
り
七
条
上
ル
　
　
　
　
　
　
常
葉
町
七
五
四
〒
㎜
　
〇
七
五
（
三
七
一
）
九
一
八
一

京
都
市
東
山
区
林
下
町
四
〇
〇
1
八
〒
備
　
〇
七
五
（
五
二
五
）
二
二
〇
〇
（
東
京
事
務
所
）
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
一
七
－
四
〒
鵬
　
〇
三
（
三
四
三
六
）
三
三
五
一
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●

日
蓮
宗
宗
務
院

総
本
山
金
剛
峯
寺
高
野
山
真
言
宗
宗
務
所

臨
済
宗
妙
心
寺
派
宗
務
本
所

天
台
宗
務
庁

0

管
　
　
長
岩
　
間
　
日
　
勇

髄
　
駐
竹
内
山
止

管
　
　
長
春
見
文
勝

天
台
座
主
　
山
　
田
　
恵
　
諦

宗
務
総
長
伊
藤
　
通
　
明

繍
藷
総
嚴
新
　
居
　
祐
　
政

宗
務
副
総
長
佐
　
藤
　
光
　
春
蠕
画
部
飴
岩
　
間
湛
．
正
庶
務
部
長
　
二
　
宮
　
將
　
泰

実
務
部
賄
庄
　
旧
記
　
興
鰍
学
部
賄
嬉
　
野
　
毘
　
昭

宗
務
総
長
　
小
　
倉
　
宗
　
徳
総
務
部
長
和
久
　
弘
　
昭

宗
務
総
長
多
紀
頴
信
鯵
務
部
賭
山
本
発
俊

＝
＝

財
務
部
長
　
田
　
中
　
恵
　
康
教
務
部
長
　
石
　
井
　
隆
　
教

鰍
務
部
賄
安
芸
昌
憲
蝋
林
部
賄
楠
　
公
延

教
学
部
長
馬
　
場
宗
　
信

鯵
務
部
賭
吉
　
田
　
正
　
賢

●
●
　
　
●
＝

旙
道
部
難
　
石
　
川
　
浩
　
徳

鰍
会
部
賄
中
　
西
　
啓
　
宝

財
務
部
長
本
多
道
　
一

鯵
学
部
賭
山
　
田
　
糞
石

‘

現
代
宗
教
　
　
　
q

研
究
所
長
　
石
　
一
　
教
　
張

同
和
局
長
佐
々
木
兼
俊

≡

参
　
　
与
岡
部
法
　
順
和
歌
山
県
伊
都
郡
高
野
山
＝
二
二
〒
棚
一
0
2
　
0
七
三
六
（
五
六
）
二
〇
一
一

糀
綱
組
木
　
村
　
潮
音

鯵
会
部
賭
高
松
義
寛

乙日
2

参
　
　
与
白
部
健
順
縮
聞
三
社
田
図
　
池
　
泰
　
瑞

高
野
山
東
京
別
院
　
　
主
　
管
壽
山
良
知
高
野
山
弘
法
大
師
奉
賛
会

法
務
部
長
澁
　
谷
　
厚
保

総
務
室
長
師
　
田
　
賢
説

　7

@
東
京
都
大
田
区
池
上
一
－
三
ニ
ー
一
五
〒
燭
　
　
〇
三
（
三
七
五
一
）
七
一
八
一
F
A
X
　
O
三
（
三
七
五
一
）
七
一
八
六

東
京
事
務
所
長
富
家
甲
信
東
京
都
港
区
高
輪
三
－
一
五
－
一
八
〒
㎜
　
〇
三
（
三
四
四
一
）
三
三
三
八

京
都
市
右
京
区
花
園
妙
心
寺
町
〒
鵬
　
〇
七
五
（
四
六
三
）
三
一
二
一

大
津
市
坂
本
四
丁
目
六
番
二
号
〒
脚
－
0
1
0
七
七
五
（
七
九
）
○
〇
二
二
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●

真
言
宗
智
山
派
宗
務
庁
総
本
山
智
積
院
法
務
所

真
言
宗
豊
山
派
宗
務
所

念
法
密
教
教
団
総
本
山
金
剛
寺

真
言
宗
大
覚
寺
派
大
本
山
大
覚
寺

0

鰭
　
銀
藤
井
龍
心

管
　
　
長
中
川
　
祐
俊

蒜
魂
嚴
石
川
良
泰

宗
務
総
長
鈴
木
　
常
俊

燈
　
　
主
小
倉
籔
現

謄
　
暇
井
上
紀
生

辮
務
部
報
　
舛
　
田
　
順
　
明

総
務
部
長
鳥
　
居
慎
　
誉

大
阪
市
鶴
見
区
緑
三
－
四
一
二
二

縣
議
総
嚴
岡
　
田
　
蓼
藍

〒
鵬
　
〇
六
（
九
一
一
）
二
一
〇
一

＝
■
＝

轍
学
部
報
大
　
塚
　
正
　
見

教
務
部
長
　
小
野
塚
　
幾
　
澄

京
都
市
右
京
区
嵯
峨
大
沢
町
四
〒
㎝
　
〇
七
五
（
八
七
一
）
○
〇
七
一

……

D

轍
化
部
報
安
　
部
隆
三
一
務
部
下
佐
　
藤
　
良
盛

財
務
部
長
杉
本
亮
　
一
教
化
部
長
　
高
　
橋
　
辰
　
興

信
　
貴
　
山
　
真
　
言
　
宗
総
本
山
信
貴
山
朝
護
孫
子
寺

総
本
山
誓
願
寺
浄
　
　
土
　
　
宗

4
≡

耀
部
報
桑
澤
宥
康

総
合
教
化
輸
翫
欝
市
橋
俊
昭

管
　
　
長
野
三
密
厳
前
管
長
鈴
木
　
鳳
　
永

西
山
深
草
派
宗
務
所
管
　
　
長
鵜
飼
慶
範

4

蹉
菅
原
　
弘
隆

興
教
大
師
八
百
謳
針
斡
難
賄
　
鈴
木
道
　
雄
会
事
務
局
長

宗
務
長
　
田
　
中
真
　
瑞

宗
務
総
長
　
深
　
津
　
実
　
乗

国
田
＝
7
　

京
都
市
東
山
区
七
条
下
ル
　
　
　
　
東
瓦
町
九
六
四
〒
備
〇
七
五
（
五
四
一
）
五
三
六
一
～
二
　
　
　
　
七
八
九
七

東
京
都
文
京
区
大
塚
五
一
四
〇
一
八
〒
m
　
O
三
（
三
九
四
五
）
〇
六
三
九

庶
務
部
長
鈴
　
木
貴
晶
奈
良
県
生
駒
郡
平
群
町
信
貴
山
　
　
　
　
二
二
八
O
l
一
〒
鰯
　
〇
七
四
五
（
七
二
）
二
二
七
七

京
都
市
中
京
区
新
京
極
桜
之
町
四
五
三
〒
脳
　
〇
七
四
（
二
二
一
）
〇
九
五
八

一8一
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●

総
本
山
仁
和
寺
真
言
宗
御
室
派

臨
済
宗
東
福
寺
派
宗
務
本
院

本
門
佛
立
町
本
山
血
清
寺

聖
観
音
宗
金
龍
山
浅
　
草
　
寺
貫
　
　
首
壬
　
生
　
台
舜

O

執
事
長
田
中
昭
徳

舗
　
財
松
村
祐
澄

管
　
　
長
福
島
慶
道

講
　
　
有
梶
本
　
二
二
東
京
都
台
東
区
浅
草
二
一
三
－
一
〒
m
　
O
三
（
三
八
四
一
）
〇
一
八
一

新
義
真
言
宗

＝
胴
■

繍
藷
総
嚴
田
中
純
鷹
締
務
部
賄
　
不
　
破
　
光
　
順

宗
務
総
長
　
岡
　
平
　
篤
道
教
学
部
長

宗
務
総
長
　
井
　
上
　
日
　
慶
京
都
市
上
京
区
御
前
通
一
条
上
ル
　
　
　
　
　
　
　
東
竪
町
＝
○
〒
鯉
　
〇
七
五
（
四
六
一
）
一
一
六
六

管
　
　
長
広
沢
純
孝
宗
務
総
長
　
星
　
　
　
慶
　
岳
東
京
都
文
京
区
湯
島
四
i
六
一
＝
一
湯
島
ハ
イ
タ
ウ
ン
B
l
一
二
一
一
〒
鵬
　
〇
三
（
三
八
一
四
）
三
四
六
四

““

D

鰍
学
部
賄
福
島
智
秀

庶
務
部
長
青
　
木
　
謙
　
整

孝
道
教
団

真
言
宗
須
磨
寺
派
大
本
山
須
磨
寺

4 ●
●

法
務
部
長
爾
　
　
　
文
　
弘

管
　
　
長
小
池
義
人

≡

騰
務
部
賄
堀
　
川
　
和
　
海

統
　
　
理
岡
　
野
正
　
貫

神
戸
市
須
磨
区
須
磨
寺
町
四
i
六
－
八
〒
脳
　
〇
七
八
（
七
三
一
）
〇
四
一
六

」

斜
行
長
手
嶋
千
山

財
務
部
長
中
　
山
義
　
豊

一
統
理
岡
野
鄭
　
子

真
言
宗
中
山
寺
派

日
2

大
本
山
　
中
　
　
山
　
　
寺

一…

京
都
市
右
京
区
御
室
大
内
三
三
〒
㎝
　
　
〇
七
五
（
四
六
一
）
一
一
五
五
F
A
X
　
O
七
五
（
四
六
四
）
四
〇
七
〇

京
都
市
東
山
区
本
町
十
五
丁
目
〒
砺
　
〇
七
五
（
五
三
一
）
五
二
〇
七

横
浜
市
神
奈
川
区
鳥
越
三
八
〒
珈
　
〇
四
五
（
四
三
二
）
一
二
〇
一

兵
庫
県
宝
塚
市
中
山
寺
ニ
ー
十
一
－
一
〒
備
　
　
〇
七
九
七
（
八
六
）
六
五
一
七

F
A
X
　
O
七
九
七
（
八
七
）
九
八
七
七

一9一
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仏全1991年8月1日

●

神
奈
川
県
仏
教
会

静
岡
県
仏
教
会

兵
庫
県
仏
教
会

大
本
山
護
　
　
國
　
　
寺

●

会
　
　
長
高
　
見
　
寛
康

貫
　
　
主
小
林
良
弘

会
　
　
長
福
　
永
　
隆
　
昭

会
　
　
長
猪
俣
顕
忠

副
会
長
大
　
谷
　
昭
　
世

執
　
　
事
岡
本
永
司

副
会
長
小
　
崎
竜
　
雄

副
会
長
伊
　
村
　
隆
　
恵

　
同
　
　
神
田
祥
道
事
務
局
長
高
橋
　
恵
　
俊

院
　
　
代
上
谷
良
祐

＝
＝

同
　
　
横
山
敏
明

同
　
　
伊
藤
義
昭

神
戸
市
灘
区
原
田
通
三
丁
目
五
1
十
・
八
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
剛
福
寺
内
〒
㌫
　
〇
七
八
（
八
六
一
）
四
〇
四
四

東
京
都
文
京
区
大
塚
五
－
四
〇
1
一
〒
皿
　
〇
三
（
三
九
四
一
）
〇
七
六
四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
七
六
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
〇
六

同
　
　
柳
下
隆
侃

同
　
　
石
上
博
貫

京
都
府
仏
教
連
合
会

““

D

一．

　
同
　
　
大
井
重
　
忠
事
務
局
長
本
間
　
孝
　
康

同
　
　
長
谷
川
義
雄

岐
阜
県
仏
教
会

理
事
長
　
細
　
川
　
信
　
元
京
都
市
下
京
区
烏
丸
通
七
条
上
ル
　
　
’
　
　
真
宗
大
谷
派
宗
務
所
内
〒
㎜
　
〇
七
五
（
三
七
一
）
九
一
八
一

」

事
務
局
長
鈴
木
下
竜

全
日
本
仏
教
青
年
会

国

岐
阜
市
西
野
町
三
－
一

2
　
7
＝

横
浜
市
中
区
大
平
町
九
六
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
有
寺
内
〒
劉
　
〇
四
五
（
六
六
一
）
〇
一
六
六

浜
松
市
松
島
町
三
五
〇
祐
泉
寺
内
〒
魏
　
〇
五
三
（
四
二
五
）
一
二
四
五

　
　
　
　
　
　
本
願
寺
岐
阜
別
院
内
〒
㎜
　
〇
五
八
二
（
六
六
）
七
八
〇
三

理
事
長
岸
野
亮
淳
京
都
市
左
京
区
静
市
市
原
町
＝
四
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恵
光
寺
内
〒
枷
－
1
1
0
七
五
（
七
四
一
）
二
六
二
七

一10一
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一 ●
　
京
都
仏
教
会

愛
知
県
仏
教
会
会
　
　
長
　
瀬
　
辺
　
淳
　
信
副
会
長
　
牧
　
　
　
忍
教
同
　
　
江
川
　
辰
　
三
同
　
　
岩
　
田
　
文
有
名
古
屋
市
中
区
新
栄
一
－
二
一
二
一
　
　
　
　
曹
流
寺
内
〒
姻
　
〇
五
二
（
二
四
一
）
四
七
一
二

真
理
舎
主
　
　
管
友
松
諦
道
東
京
都
千
代
田
区
外
神
田
三
－
四
－
一
〇
　
　
　
　
神
田
寺
内
〒
皿
　
〇
三
（
三
二
五
一
）
八
八
四
二

＝
■
■

岡
山
県
仏
教
会
会
　
　
長
清
　
田
歯
面
副
会
長
平
松
智
泉
同
　
　
松
峰
隆
禅
同
　
　
高
峰
秀
清
事
務
局
長
　
黒
河
内
寂
超
岡
山
県
津
山
市
井
口
二
四
六
　
　
　
　
図
法
寺
内
〒
窩
　
○
八
六
八
（
二
二
）
六
四
三
六

財
団
法
人
日
本
佛
教
鐙
仰
会
理
事
長
中
山
静
麿
東
京
都
港
区
赤
坂
二
一
八
一
一
五
i
　
　
　
　
　
四
〇
三
〒
斯
　
〇
三
（
三
五
八
四
）
九
三
二
〇

“”
D

曹
洞
宗
大
本
山
総
持
寺
貫
　
　
首
梅
　
田
　
信
隆
横
浜
市
鶴
見
区
鶴
見
ニ
ー
一
一
一
〒
脚
　
〇
四
五
（
五
八
一
）
六
〇
二
一

≡

社
団
法
人
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
会
　
　
長
山
本
　
　
　
杉
理
事
長
友
廣
　
　
　
和
専
務
理
事
島
　
田
　
喜
久
子
事
務
局
長
林
　
　
　
恵
智
子
東
京
都
豊
島
区
北
大
塚
ニ
ー
一
－
一
　
　
大
塚
ブ
ラ
ザ
ビ
ル
七
F
〒
珊
　
〇
三
（
三
九
一
〇
）
一
二
八
九

8
国
国
　
7
　

大
本
山
成
田
山
新
勝
寺
貫
　
　
首
鶴
見
照
碩
千
葉
県
成
田
市
成
田
一
〒
猫
　
〇
四
七
六
（
二
二
）
二
一
一
一

一11一
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＝
＝

●
　
　
大
阪
府
仏
教
会
0
　
　
　
会
　
　
長
森
田
輝
朗

財
団
法
人
国
際
仏
教
興
隆
協
会
名
誉
総
裁
春
　
見
　
文
　
勝
理
事
長
野
呂
幸
進
脚
本
報
竺
杣
森
　
　
　
寛
紹
　
　
　
　
　
役
員
　
一
　
同
東
京
都
目
黒
区
中
目
黒
五
一
二
四
－
　
　
　
　
　
　
五
三
　
祐
天
寺
内
〒
瑚
　
〇
三
（
三
七
一
一
）
七
六
〇
八

財
団
法
人
　
　
埼
玉
県
佛
教
会
会
　
　
長
江
連
俊
則
副
会
長
河
　
野
　
湯
量
　
同
　
　
酒
井
文
雄
専
務
理
事
　
目
　
　
里
｛
　
靖
　
　
猛
襲
浦
和
市
高
砂
四
1
＝
ニ
ー
一
八
　
　
　
　
　
　
　
　
　
埼
佛
会
館
〒
蹴
　
　
〇
四
八
（
八
六
一
）
二
＝
二
八
F
A
X
　
O
四
八
（
八
六
四
）
六
六
四
九

”“
D

副
会
長
増
　
田
　
貞
　
圓
　
同
　
　
平
　
　
興
誓
　
同
　
　
北
村
日
照
　
同
　
　
長
　
洲
　
　
　
眞
事
務
局
長
井
桁
雄
弘
事
務
局
大
阪
市
住
吉
区
墨
江
三
丁
目
十
七
番
八
号
　
　
　
　
　
　
　
　
大
回
寺
内
〒
珊
　
　
〇
六
（
六
七
一
）
三
二
五
九
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二
一
二
四
F
A
X
O
六
（
六
七
三
）
五
〇
〇
四

≡
」
四
喜

西
新
井
大
師
総
　
　
持
　
　
寺
東
京
都
足
立
区
西
新
井
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
一
五
1
一
〒
鵬
　
〇
三
（
三
八
九
〇
）
二
三
四
五

浄
土
宗
総
本
山
知
　
恩
　
院
門
　
　
跡
藤
井
實
鷹
執
事
長
寺
本
哲
榮
　
　
　
　
　
内
　
局
　
一
　
同
京
都
市
東
山
区
林
下
町
四
〇
〇
〒
備
　
〇
七
五
（
五
三
一
）
二
一
一
一

真
言
宗
善
通
寺
派
宗
務
庁
総
本
山
善
通
寺
囎
　
張
蓮
生
善
隆
船
型
総
監
加
　
藤
　
勝
　
真
香
川
県
善
通
寺
市
善
通
寺
町
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
三
一
一
〒
描
　
○
八
七
七
（
六
二
）
〇
一
一
一

一12一
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茨
城
県
仏
教
会
会
　
　
長
年
　
村
誌
崇
　
　
事
務
局
一
同
茨
城
県
水
戸
市
元
吉
田
町
六
八
二
　
　
　
　
薬
王
院
内
〒
脚
　
〇
二
九
二
（
四
七
）
六
二
六
六

＝
＝

大
雄
山
最
乗
寺
山
　
　
主
余
語
翠
巌
紀
　
　
綱
阿
部
顕
瑞
副
　
　
寺
豊
島
健
生
　
　
外
役
寮
一
同
神
奈
川
県
南
足
柄
市
大
雄
町
一
一
五
七
〒
獅
－
0
1
0
四
六
五
（
七
四
）
一
一
＝
二
一

福
岡
県
仏
教
連
合
会
会
　
　
長
黒
　
田
　
英
之
北
九
州
市
小
倉
北
区
三
荻
野
　
ニ
ー
八
－
二
三
　
西
蓮
寺
内
〒
蹴
　
〇
九
三
（
九
二
一
）
四
五
七
六

真
言
宗
智
山
派
大
本
山
川
崎
大
師
平
間
寺
貫
　
　
首
高
橋
隆
天
鼓
　
　
務
馬
本
克
美
院
　
　
代
原
　
　
　
隆
　
執
　
　
事
野
澤
隆
幸
常
　
　
務
小
．
林
俊
　
一
川
崎
市
川
崎
区
大
師
町
四
－
四
八
〒
㎜
　
〇
四
四
（
二
六
六
）
三
四
二
〇

””
D

化
　
主
中
川
・
祐
俊
事
務
長
　
田
　
中
　
量
　
賢
教
務
執
事
佐
　
藤
智
　
仙
財
務
執
事
岩
　
田
　
秀
　
孝
総
務
執
事
蓮
　
　
　
俊
孝
法
務
執
事
林
　
　
　
亮
　
弘
勲
京
出
張
薩
　
田
　
嶋
　
信
　
雄
奈
良
県
桜
井
市
初
瀬
七
三
一
－
一
〒
鵬
－
0
1
0
七
四
四
四
（
七
）
七
〇
〇
一

日
光
山
輪
王
寺
門
　
　
跡
荻
原
貞
興
執
事
長
菅
原
栄
光
栃
木
県
日
光
市
山
内
二
三
〇
〇
番
地
〒
捌
－
1
4
　
0
二
八
八
（
五
四
）
〇
五
＝
＝

≡4
四
＝
7
　

日
蓮
宗
総
本
山
身
延
山
久
遠
寺
法
　
　
主
岩
間
　
日
　
勇
総
　
　
務
藤
井
教
雄
　
　
外
山
務
員
一
同
山
梨
県
身
延
町
身
延
三
五
六
七
〒
姻
1
2
5
　
0
五
五
六
六
（
二
と
○
＝
㈹

真
言
宗
智
山
派
高
尾
山
薬
王
院
東
京
都
八
王
子
市
高
尾
町
一
＝
七
七
〒
鵬
　
〇
四
二
六
（
六
一
）
一
一
一
五
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『
同
和
問
題
』
に
と
り
く
む

宗
教
教
団
連
帯
会
議
議
長

蓮
池
　
二
郷

　
こ
の
度
、
「
同
宗
連
」
第
六
期
議
長
教
団
を
浄
土
宗
が
受
諾
し
、
浄
土
宗
同
和
推
進
事
務
局

参
与
．
蓮
池
瑞
旭
師
が
議
長
に
就
任
さ
れ
た
。
そ
こ
で
長
年
に
わ
た
り
、
本
会
同
和
委
員
会
委

貝
と
し
て
、
ご
活
躍
い
た
だ
い
て
い
る
蓮
池
師
に
、
議
長
就
任
の
抱
負
を
踏
ま
え
、
委
員
会
発

足
当
初
か
ら
の
思
い
出
に
つ
い
て
ご
執
筆
い
た
だ
い
た
。

　
私
の
所
属
す
る
浄
土
宗
が
全
仏
に
加
盟
し
て
い
る

と
い
う
接
点
と
、
昭
和
四
十
五
年
よ
り
地
方
教
育
行

政
の
一
分
野
で
部
落
問
題
と
か
か
わ
っ
て
き
た
と
い

う
経
緯
の
中
で
、
「
全
日
仏
・
曹
洞
宗
第
一
回
糾

弾
会
」
に
参
加
し
た
の
が
、
全
仏
と
の
最
初
の
出
会

い
で
し
た
。

　
加
盟
教
団
の
こ
と
も
、
組
織
形
態
に
関
し
て
も
無

知
の
ま
ま
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

　
全
仏
同
和
委
員
と
し
て
十
ヶ
年
メ
ン
バ
ー
の
一
員蓮池　瑞旭師

と
な
り
、
連
帯
の
中
で
差
別
を
許
さ
な
い
教
団
へ
の

再
生
と
、
私
自
身
は
釈
尊
の
教
法
と
生
涯
に
導
か
れ

な
が
ら
、
日
本
社
会
で
無
批
判
に
身
に
つ
け
て
し
ま

っ
た
差
別
意
識
を
克
服
す
べ
く
、
然
師
の
膝
下
で
教

え
を
受
け
る
学
徒
の
気
質
に
な
ら
せ
て
頂
け
た
の
も
、

当
委
員
会
で
あ
り
宗
行
政
の
職
務
に
よ
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　
今
こ
の
時
点
で
、
発
足
当
初
を
想
起
し
な
が
ら
、

こ
ぼ
れ
話
を
外
部
に
も
表
明
し
て
、
今
後
の
と
り
く

み
の
中
に
引
き
よ
せ
て
、
活
動
が
展
開
さ
れ
れ
ば
と

念
じ
て
い
ま
す
。

　
全
日
本
仏
教
会
に
は
、
現
在
そ
の
業
務
を
積
極
的

に
推
進
す
る
た
め
、
総
務
・
財
務
・
同
和
推
進
・
社

会
・
国
際
文
化
の
五
部
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

特
に
税
務
問
題
、
同
和
問
題
、
信
教
の
自
由
に
関
す

る
問
題
、
国
際
問
題
に
関
し
て
は
、
理
事
長
の
諮
問

委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
専
門
的
立
場
か
ら
の
検
討
を

重
ね
て
い
ま
す
。

　
同
和
委
員
会
が
初
め
て
設
置
さ
れ
た
の
は
、
一
九

七
九
年
に
開
催
さ
れ
た
「
第
三
回
世
界
宗
教
者
平
和

会
議
」
に
お
け
る
当
時
の
全
仏
理
事
長
に
よ
る
差
別

発
言
が
契
機
と
な
っ
て
、
部
落
解
放
同
盟
に
よ
る
確

認
糾
弾
会
を
通
し
て
、
全
仏
理
事
長
個
人
の
問
題
で

は
な
く
、
本
会
を
構
成
す
る
わ
が
国
の
伝
統
仏
教
教

団
に
内
在
す
る
「
差
別
体
質
」
そ
の
も
の
が
象
徴
的

に
表
出
し
た
事
に
よ
り
ま
す
。

　
こ
の
一
連
の
糾
弾
会
の
中
で
（
第
二
回
糾
弾
会
）

「
差
別
戒
・
法
名
の
問
題
」
「
差
別
戒
・
法
名
の
手

引
き
書
の
問
題
」
が
提
起
さ
れ
、
こ
の
事
実
を
つ
き

つ
け
ら
れ
た
と
き
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
私
の
部
落
問

渠
蜜
軽
羅
縫
蒋
額
＋

思
い
で
し
た
。

　
「
死
者
に
ま
で
差
別
の
ム
チ
を
」
と
の
、
大
声
で

の
訴
え
も
か
す
か
に
し
か
聞
き
と
れ
な
か
っ
た
記
憶

と
共
に
、
一
冊
の
本
を
提
示
し
て
（
『
禅
門
小
僧
訓
』
）

差
別
戒
・
法
名
の
手
引
き
書
に
論
点
が
展
開
さ
れ
て

い
っ
た
情
景
ま
で
よ
み
が
え
っ
て
参
り
ま
す
。

　
私
は
私
な
り
の
認
識
で
十
数
年
部
落
差
別
の
根
深

さ
を
受
け
と
め
て
は
い
ま
し
た
が
、
仏
教
界
の
こ
の

一
事
は
、
差
別
戒
・
法
名
記
載
の
過
去
帳
が
過
去
の

も
の
で
な
く
、
今
日
も
身
元
調
査
に
利
用
さ
れ
て
い

る
と
い
う
事
実
も
含
め
て
、
私
の
認
識
を
根
底
か
ら

ゆ
る
が
す
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　ρ塾　　伽　F，「　．’〒　　“唱�E



1991年8月1日仏全

　
こ
ん
な
思
い
に
く
ら
べ
て
、
第
一
回
糾
弾
会
の
論

点
は
、
理
事
長
の
差
別
発
言
と
、
発
言
さ
せ
る
背
景

に
あ
る
差
別
体
質
、
部
落
に
対
す
る
偏
見
の
問
題
が

中
心
と
し
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
す
で
に
「
同
対

審
答
申
」
が
出
さ
れ
て
か
ら
十
五
年
の
経
過
（
当
時
）

を
み
て
も
、
何
の
と
り
く
み
も
し
て
い
な
い
事
実
や
、

平
等
を
説
く
仏
教
で
あ
る
と
す
る
た
て
ま
え
と
、
現

実
の
部
落
差
別
に
対
す
る
無
関
心
さ
か
ら
起
こ
る
べ

く
し
て
起
こ
っ
た
問
題
と
受
け
と
め
る
事
が
出
来
ま

し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
委
員
会
の
論
議
は
、
　
「
教
団

の
差
別
体
質
」
「
自
ら
の
差
別
意
識
の
問
題
」
「
仏
教

徒
と
部
落
問
題
の
か
か
わ
り
」
等
に
お
よ
び
、
毎
回

委
員
の
理
解
と
認
識
を
高
め
る
啓
発
的
内
容
の
一
面

と
、
課
題
解
決
に
む
け
て
の
「
差
別
戒
・
法
名
調
査
」

「
過
去
帳
の
差
別
記
載
の
問
題
」
「
差
別
戒
・
法
名
墓

石
調
査
」
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
が
委
貝
会

で
合
議
の
上
、
事
務
局
よ
り
加
盟
教
団
に
流
さ
れ
て

智山派宗務庁で開かれた

　　　同和委員会

い
く
路
線
は
確
立
し
た
も
の
の
、
受
け
手
の
教
団
に

窓
口
が
設
置
さ
れ
て
い
る
教
団
、
窓
口
が
一
定
で
な

い
教
団
（
設
置
さ
れ
て
い
な
い
教
団
）
等
も
あ
っ
て
、

こ
う
し
た
教
団
単
位
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
も
、
思

い
通
り
に
は
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
教
団
か
ら
選
出
さ
れ
た
委
員
の
目
に
は
、
実
動
す

る
事
の
に
ぶ
さ
の
み
が
目
だ
つ
組
織
の
中
で
、
差
別

を
温
存
し
助
長
し
て
来
た
今
日
の
仏
教
界
に
対
す
る

論
議
に
口
角
あ
わ
を
飛
ば
せ
て
の
会
合
を
何
度
も
重

ね
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

　
全
仏
の
中
で
、
先
に
記
述
し
た
同
和
委
員
会
以
外

の
委
員
会
は
業
務
推
進
の
う
え
で
、
必
要
に
せ
ま
ら

れ
て
の
内
部
か
ら
の
設
置
で
あ
っ
た
で
し
ょ
う
が
、

同
和
委
員
会
に
関
し
て
は
糾
弾
対
策
的
な
イ
メ
ー
ジ

で
設
置
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ざ
る
を
黒
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
事
実
は
部
落
差
別
の
問
題
は
す

べ
て
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
対
応
に
も
当
た
る
べ

き
だ
と
す
る
形
態
に
あ
り
ま
し
た
。

　
連
合
体
的
組
織
の
中
で
は
、
理
事
・
常
務
理
事
の

レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
当
委
員
会
の
意
見
を
聴
取
し
て

全
仏
と
し
て
の
責
任
の
あ
る
対
応
が
必
要
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
、
昭
和
五
十
入
山
四
月
の
同
和
委

員
会
に
お
い
て
、

　
一
、
同
和
推
進
の
た
め
に
事
務
局
体
制
の
強
化

　
一
、
都
道
府
県
仏
教
会
に
お
け
る
啓
発
活
動
の
推

　
　
　
進

　
一
、
同
和
推
進
に
関
す
る
諸
会
合
へ
の
理
事
の
参
加

に
つ
い
て
協
議
さ
れ
、
理
事
長
宛
に
三
項
目
の
要
望

書
を
提
出
す
る
事
が
決
議
さ
れ
て
、
今
日
の
歩
み
に

至
る
一
里
塚
と
な
っ
て
い
る
事
は
事
実
で
あ
り
ま
す
。

　
昭
和
六
十
一
年
四
月
に
は
、
現
在
の
同
和
推
進
部

が
新
た
に
設
置
さ
れ
、
昭
和
六
十
三
年
二
月
に
は
、

同
和
委
員
会
が
理
事
長
の
諮
問
委
員
会
と
し
て
正
式

に
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
全
仏
同
和
委
員
会
の
発
足
当
初
は
、
橘
了
法
師
が

委
貝
長
で
白
髪
を
ふ
り
み
だ
し
て
の
言
動
に
は
す
ご

み
が
あ
っ
て
、
「
ゼ
ン
ニ
チ
フ
ツ
は
、
か
っ
て
な
か

っ
た
こ
と
を
、
今
よ
う
や
く
自
ら
の
課
題
と
し
た
」

と
、
語
ら
れ
た
熱
誠
も
忘
れ
る
事
が
出
来
ま
せ
ん
。

　
次
の
委
員
長
で
あ
り
ま
し
た
鷲
山
畑
住
師
は
、
「
同

和
問
題
に
と
り
く
む
と
は
、
本
来
の
僧
侶
へ
の
回
帰

の
道
で
あ
る
」
と
常
に
語
り
、
実
践
を
積
ん
で
来
ら

れ
た
一
人
と
し
て
思
い
う
か
ん
で
来
ま
す
。

　
過
去
久
方
ぶ
り
の
出
会
い
の
中
で
、
地
域
同
宗
連

を
発
足
さ
れ
た
事
を
お
聞
き
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　
す
で
に
こ
の
十
年
、
誠
実
に
着
実
に
委
貝
と
し
て

努
力
し
て
下
さ
っ
た
薮
光
龍
師
は
遷
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
常
に
委
員
会
の
席
で
は
、
豪
快
に
自
論
を
ぶ
ち
ま

い
て
お
ら
れ
た
一
人
は
、
別
の
道
を
歩
み
は
じ
め
ら

れ
た
と
も
聞
い
て
い
ま
す
。

　
と
も
あ
れ
、
部
落
解
放
基
本
法
制
定
要
求
運
動
に
、

仏
教
徒
と
し
て
の
力
を
結
集
す
る
正
念
場
に
今
立
っ

て
い
ま
す
こ
と
を
…
。
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一
一
9
務
《
階
調
録
一
募
嚢

　
　
－
六
月
－

　
　
一
日
　
解
放
研
究
所
宗
教
部
会
出
席

三
～
入
日
　
ネ
パ
ー
ル
現
地
調
査

　
十
一
日
　
国
際
委
員
会

　
十
三
日
　
同
和
委
貝
会

　
　
　
　
　
全
青
協
墨
跡
展
出
席

　
十
四
日
　
局
内
会
議

　
　
　
　
　
法
律
相
談
室

十
九
～
二
十
二
日
　
W
F
B
執
行
委
員
会

　
二
十
日
　
信
教
の
自
由
に
関
す
る
委
員
会

二
十
一
日
　
自
民
党
文
教
関
係
議
員
と
の
懇
談
会

二
十
六
日
　
日
宗
連
理
事
会

二
十
七
日
　
同
和
委
員
会

二
十
八
日
　
税
務
委
員
会

　
　
－
七
月
一

　
　
一
日
　
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会

　
　
五
日
局
内
会
議

　
　
　
　
　
東
京
都
仏
教
連
合
会
総
会
出
席

　
十
一
日
　
法
律
相
談
室

　
二
十
日
　
福
岡
県
仏
教
連
合
会
総
会
出
席

二
十
二
日
　
局
内
会
議

二
十
三
日
　
日
宗
連
理
事
会

入
月
二
十
二
日
、
高
野
山
で

　
第
九
回
全
日
本
仏
教
会
囲
碁
大
会
は
、
左
記
の

通
り
開
催
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
参
加
希
望
の
方
は
、
本
会
国
際
文
化
部
ま
で
お

申
し
込
み
下
さ
い
。

日
　
時
八
月
二
十
二
日
㈲
～
二
十
三
日
㈹

会
　
　
場
　
高
野
山
金
剛
峯
寺

参
加
資
格
　
本
会
加
盟
団
体
所
属
の
僧
侶

参
加
費
　
一
万
二
千
円
（
宿
泊
費
・
懇
親
会
費
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
記
念
品
代
を
含
む
）

競
技
方
法
　
①
次
の
ク
ラ
ス
を
選
択
す
る
。

　
　
　
　
A
（
五
段
以
上
）
、
B
（
三
・
四
段
）
、

　
　
　
　
C
（
初
・
二
段
）
、
D
（
一
級
以
下
）
、

　
　
　
　
E
（
五
級
以
下
）

　
　
　
　
　
②
オ
ー
ル
互
先

問
い
合
せ
　
本
会
国
際
文
化
部
ま
で

一
九
九
一
年
八
月
一
日
発
行

　
　
　
八
月
号
　
第
三
七
〇
号

発
行
人
　
石
　
上
　
智
　
康
　
　
発
行
所
　
財
団
法
人
　
全
　
日
　
本
　
仏
　
教
　
会

　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　

○
仏
旗
（
大
）
た
て
1
4
㎝
よ
こ
2
1
㎝
四
五
、
○
○
○
円

○
仏
旗
（
中
）
た
て
9
0
㎝
よ
こ
塒
㎝
一
七
、
○
○
○
円

○
仏
旗
（
小
）
た
て
7
0
㎝
よ
こ
㎜
㎝
一
三
、
○
○
○
円

○
手
　
旗
　
　
た
て
3
5
㎝
よ
こ
5
0
㎝
　
入
、
○
○
○
円

○
法
輪
旗
　
　
た
て
9
0
㎝
よ
こ
燭
㎝
一
〇
、
○
○
○
円

　
　
　
　
　
お
申
し
込
み
は
全
日
本
仏
教
会
財
務
部
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◆
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